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【Ⅰ.序論】 

 

スポーツクラブの経営において変動価格

設定のスポーツチケットの導入が行われて

いる。ヨーロッパでは FC バルセロナが対

戦相手に応じて 7 段階のカテゴリーに販売

価格を分けた経営を行なっており、また

2003年にはアメリカメジャーリーグの9つ

の球団が変動価格のスポーツチケットを導

入している販売している。またＪリーグに

おいてもヴィッセル神戸が特定のクラブの

試合に限り値上げをする 2 段階の販売方式

を導入した。 

Howerd & Crompton(1995) は、スポー

ツビ ジ ネ ス に お け る こ の よ う 

な 変 動 的 価 格 を 、格差のあるまたは

差別化した価格設定(differential pricing)

と呼び、差別化した価格設定の意義を、非

ピーク期の消費者の購買意欲を活性化する

こと、ピーク期の収支利益を最大化するこ

とであると指摘している。 

また、観客動員数の決定要因を探る研究

を一般に「観戦需要研究」と呼ばれている

が、1970 年代に英国で Hart et al. 7)、米

国で Noll  8)が始めたのを契機に主に欧

米において盛んに行われた。河合、平田

(2008)、J リーグにおける観客動員数を規

定している要因を明らかにし、中でもシー

ズンを通して影響を与える要因として「ア 
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ウェイクラブの人気」が挙げられている。 

Ｊリーグクラブの経営においてアウェイ

クラブの人気に応じた変動価格のチケット

販売を導入する事によって、より効率的に

収入を得る事が可能である事が想定され、

それを本稿の問題意識とした。そこで、Ｊ

リーグにおいてアウェイクラブの人気によ

る観客動員数の増減を調査する事によって、

観客動員数が対戦相手によって異なる事を

明らかにする事を本稿の目的とした。 

 

【Ⅱ.研究手法】 

  

各シーズンにおけるホームクラブの平均

観客動員数を算出し、各クラブのホームゲ

ームのシーズン平均観客動員数と同シーズ

ンのホームゲームの各試合の観客動員数の

差を取った。その値はホームクラブの平均

観客動員数に対して、各アウェイクラブが

どの程度影響しているかを表している値で

ある。そしてその値の平均を算出したもの

を「アウェイクラブ人気指数」とし、3 つ

の方法で分析を行った。「アウェイクラブ人

気指数」が高いほど、ホームクラブの平均

観客動員数に対して観客動員数の増加をも

たらす事を意味する。 

1．「アウェイクラブ人気指数」正の値と

負の値に分類をして 1993年から 2010年シ

ーズンの推移を分析した。 



2．各シーズンにおける、「アウェイクラ

ブ人気指数」が最も高いクラブと最も低い

クラブを抽出し、その差を分析した。 

3．2で抽出されたクラブの「アウェイク

ラブ人気指数」を、標準化変量を用いて、

シーズン間の比較を行い、ホームクラブの

平均観客動員数に与える影響度を分析した。 

 

【Ⅲ.研究結果】 

 

1．「アウェイクラブ人気指数」によるクラ

ブの分類 

「アウェイクラブ人気指数」が正の値の

クラブは、全クラブの 50%であり、減少す

るクラブに対して少ない傾向があり、「アウ

ェイクラブ人気指数」が正の値のクラブの

中でも上位 3クラブが、「アウェイクラブ人

気指数」が正の値の合計の 50%を占めてい

る事が分かった。 

2．「アウェイクラブ人気指数」の差 

「アウェイクラブ人気指数」が最も高い

クラブは 4 クラブあり、東京ヴェルディ

1993 年～95 年)、鹿島アントラーズ(1996

年～98 年、2000 年)、ジュビロ磐田(1999

年、2001 年～03 年)浦和レッドダイヤモン

ズ(2004年～10年)の 4クラブであった。 

「アウェイクラブ人気指数」が最も高い

クラブと、最も低いクラブの差を見ると、

1996 年、1997 年、2000 年を除き 10,000

人以上の差がある事があった。また、2001

年から 2009 年までは 14，000 人前後で推

移し、2010 年は再び 10，000 人水準に減

少している。差が最も大きい年は、2007年

で 18，762 人、差が最も小さい年は 1997

年の 7，228人であった。 

3．「アウェイクラブ人気指数」の影響 

「アウェイクラブ人気指数」が最も高い

クラブの平均観客動員数に対して与える影

響度の値が、全体として増加している事が

分かった。Z値が最小で 0.6(1994年)、最大

で 2.3(2007 年)であった。 

「アウェイクラブ人気指数」が最も低い

クラブがホームクラブの平均観客数に対し

て与える影響度の値も減少しており、最大

で-0.4(1994～96 年)最小で-0.9(2006 年)、

また両者の差は最大で 3.0(2007 年)であっ

た。 

 

【Ⅳ.考察】 

 

1．相手による観客動員数の増減の傾向 

Ｊリーグにおいても対戦相手によって観客

動員数が異なる事が明らかになった。更に、

近年になり「アウェイクラブ人気指数」が最

も高いクラブと最も低いクラブの差が拡大傾

向にある事から、変動的チケット価格設定の

スポーツチケットへの導入がＪリーグにおい

ても導入について肯定的に捉える事ができる

のではないか。 

2．価格設定のスポーツチケット 

「アウェイクラブ人気指数」が最も高い

クラブと低いクラブの差は2001年以降、

14,000人前後である事から、変動価格設定

のスポーツチケットの効果とされる、非ピ

ーク期の消費者の購買意欲を活性化するこ

と、ピーク期の収支利益を最大化すること

が期待される事が考えられる。 

3. 「アウェイクラブ人気指数」が高いクラ

ブの要因 

「アウェイクラブ人気指数」が高い年は

いずれも優勝争いをした年である一方で集

客力が低い年は順位が低い事から成績がひ

とつの要因として挙げられる。しかし、ク

ラブの人気を説明するには至らず、その点

に本研究の限界があり、今後の課題とした。 


